
　町では、地域が抱える課題を解決し、持続可能な発展を目指すため、都市部の優れた人材を地
方へ派遣する国の制度を活用した新たな取り組みをさらに拡大していきます！
　令和６年度に地域活性化起業人に委嘱した北名さんに続き、今年度から２名の方を地域活性化
起業人として委嘱しましたので、ご紹介します。

地域活性化のさらなる一歩！ ～地域の魅力を"食"で発信～

町内視察で地元食材を調査！

　新たな取り組みの拡大に向けた２人目として、令和７年４月
８日㈫に、出村明弘（でむら あきひろ）さんに「地域活性化
起業人（副業型）」の委嘱状を交付しました。

　出村さんは、東京都在住で新規事業創出や企業再生支援、ま
ちづくりの支援を行ってきた企画力あふれる “アイディアマ
ン” です。

　町では、出村さんを「まちの未来と人をつなぐ」人材として、「上ノ国町地域
活性化起業人」に委嘱し、地域の経済課題の一つである「農水産物の販路拡大や
加工品開発」を進めるため、町内事業者の協力のもと特産品開発を促進していき
ます。

　農水産物の販路拡大を進めるため、４月９日㈬に出村さんたちは早速、町内の農業者や漁業者を視
察しました。
　実際に生産者の方たちの話を聴きながら、料理人として道内の食材に精通している全日本司厨士協
会（※）北海道地方本部の舟橋さんと吉田さんが自分の舌で吟味していました。
　町内を視察した感想として、「札幌では手に入らない良い食材が揃っている。大きさもあり、
ぜひ料理に使ってみたい。」という声が挙がりました。
　今後、５月１５日㈭に全日本司厨士協会北海道地方本部の総会が札幌市で開催され、上ノ国産の食
材を使った料理が提供される予定です。
　この総会は、上ノ国町の食材の良さを多くの人に知ってもらう機会となります。

※主に洋料理に従事する人たちが、食育などの活動を行う団体です。

委嘱状を手にする出村さん

２名の地域活性化起業人が仲間入り２名の地域活性化起業人が仲間入り
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